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生長調節物質によるキウイフルーツ (Actinidiachinensis Planch.) 
果実の生育促進とそれに伴う品質低下の改善
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The Promotion of Fruit Growth and Improvement of the 

Undesirable Qualities of the Promoted Fruit by Growth Regulators 
in Chinese Gooseberry (Actinidia chinensis Planch.) 

LIANG-JUN ZHAO， Shin-ichi SHIRAISHI and Akira WAKANA 
University Farm， Faculty of Agriculture， Kyushu University， Harumachi， 

Kasuyamachi Kasuya-gun， Fukuoka 811-23， J apan 

緒 吉一口 材料及び方法

キウイフルーツの果実生育と内生植物ホルモンとの

聞には密接な関連があること(松井ら， 1988;越ら，

1991 a)，合成サイトカイニンである KT-30のみが特

異的に果実の肥大を著しく促進すること(平田ら，

1987 ; Iwahori et al.リ 1988;高橋・高田， 1988;黒崎・

望月， 1990;越ら， 1991 b ;越ら， 1991 c， )が報告さ

れている.しかし，キウイフルーツの果実生育と植物

ホルモンとの関係については不明な点も多く残されて

いる.たとえばキウイフルーツ果実の生長曲線は2重

S字型を示し，ステージII(開花後8-12週日)にお

いて果実生長が停滞する特徴があるが，この生長停滞

と植物ホルモンとの関係については既往の研究ではほ

とんど明らかにされていない.また， KT-30のみが示

す果実肥大促進の機構についても，現在までのところ，

ほとんど解明されていない.一方， KT-30処理は果実

肥大の点では優れた効果を示すが，果実硬度の低下，

筋果と尊窪部突起果の出現，及びカルシウム欠乏など

の物理的，化学的並びに形態的な異常をもたらすこと

(越ら， 1991 b，趨ら， 1991 c)から，その実用化には

問題がある.そこでも，本研究では果実の生育に及ぼす

生長調節物質，特に KT-30の効果を明らかにするた

めに数種の生長調節物質をいろいろな発育過程にある

果実に外生的に処理し，比較検討した.さらに， KT-30 

処理による果実の品質の劣化を防ぐために処理時期，

処理濃度，他の生長調節物質との組合せ処理などにつ

いて検討した.

実験1

1989年に九州大学農学部附属農場果樹園に植栽さ

れている成木の‘モンテイ'4樹を供試した.ステージII

における果実生育に及ぼすホルモン処理の影響を明ら

かにするために，開花後 12週自に KT-30 10 ppm， 

GA3200 ppm， IAA 200 ppmとABA1000 ppm水溶液

で果実40個体に浸漬処理を行い，処理日と収穫時にお

ける果実の硬度と可溶性固形物含量(糖用屈折計示度)

及び果実重を調査した.

実験2

1989年に福岡県農業総合試験場園芸研究所果樹園

に植栽されている成木の‘フ、ルーノ'を 1樹供試した.開

花後4週目に，中程度の結果校を選び，葉果比を 4: 

1に調節し， 10 ppmのKT-30水溶液による果実浸漬

処理と結果校基部に行った 10mm幅の環状剥皮処理

を単独で又は組合せて施した.これらの果実の果形と

果実重を収穫時に調査した.

実験3

1990年に福岡県粕屋郡新宮町のキウイフルーツ生

産農家で栽培されている成木の‘へイワード'5樹を供

試した.開花3週間前(4月24日)から 1週間前(5 

月8日)まで1週間おきにそれぞれ中心膏50個を供試

し， 10， 20， 40 ppmのKT-30水溶液で、浸漬処理をし

た.各処理区における満開日，開花当日の平均子房重，

最終着果率を調査し，さらに，収穫時の果実外部形態

と果実重， 15'Cで 10日間処理した追熟果の可溶性固形

物含量(糖用屈折計示度)と含有種子数を調査した.
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また，開花前と開花後の処理効果を比較するために，

開花後4週目に 10ppmのKT-30水溶液で50果の浸

漬処理を行った.

実験4

1991年に九州大学農学部附属農場果樹園に植栽さ

れている成木の‘モンテイ'4樹を供試し，開花 l目前の

花膏と開花後2週目の幼果に 2.5，5，10ppmのKT

30水溶液， 200ppmのGA3水溶液及びKT-305ppm 

とGA3200ppmの混合水溶液で浸漬処理を行った.な

お，各々の実験区につき， 40個体以上を供試した.10 

月8日に果実を採取し，果実の外部形態と果実硬度を

調査した.果実の硬度の測定には直径8mmのプラン

ジャを使用した.

結 果

実験lの結果を第1表に示す.12週目の処理日にお

けるキウイフルーツ‘モンテイ'の果実硬度は 27.41b

で高かったが，無処理区では果実の生育につれて低下

し，収穫時に 20.6となった.一方，果実中の可溶性固

形物含量(Brix)は12週目に 3.0%で低かったが，無

処理区では果実生育につれて高くなり，収穫時約 6%

になった.収穫時において，各処理区間には，果実硬

度と可溶性固形物含量及び果実重に関していずごれも有

意差が認められなかった.このことは，果実の生長停

滞期であるステージIIにおける生長調節物質処理の効

果がほとんどないことを示している.

Table 1. ~ffects. 01 foqJ;' growth reg:ule，tqrs 011 
the wei耳ht.firmness ana Brix of 
‘Monty' Iruits harvested in 1989. 

ness Brix Weu:rht Treatment寧号
(lb) (%)耳)

Control 20.6 5.9 80.1 

KT-30(10 ppm) 

GA3 (200 ppm) 

IAA (200 ppm) 

ABA (1000 ppm) 

19.1 

19.2 

19.2 

19.8 

6.2 81.1 

5.9 78.3 

5.8 79.1 

6.2 76.7 

事 Treatmentswere carried out 12 weeks after 
anthesis 

実験2の結果を第2表に示す.無処理区に比べ，い

ずれの処理区においても，果実の肥大は促進された.

果実は環状剥皮と KT-30の組合せ処理区で最も大き

く，次に KT-30処理区，環状割j皮処理区の順に大き

かった.無処理区と環状剥皮処理区の果実重の差は約

16gであり， KT-30処理区と環状剥皮と KT-30の組

合せ処理区の果実重の差は約 17gでほぼ同じであっ

た.このことは環状剥皮処理がKT-30無処理果にお

いても， KT-30処理果においても，同様な作用を示し

たことを示唆するものと考えられる.他方，無処理区

とKT-30処理区の果実重の差は約46gであり，環状

剥皮処理区と環状剥皮と KT-30の組合せ処理区の果

実重の差は約47gでほぼ同じであった.このことは，

環状剥皮処理の有無にかかわらず， KT-30がシンクと

しての果実の機能を一定レベルまで高めていることを

示唆しているものと考えられる.また，環状剥皮処理

区と KT-30処理区の果実重の差は約 30gであり，無

処理区と環状剥皮処理区の果実重の差は 16gよりか

なり大きかった.このことから， KT-30は果実のシン

ク能力を高めると共に，同化産物の供給源である葉の

ソースとしての能力をも高めている可能性も示唆され

た

実験3の結果を第3表に示す.開花前の KT-30処

理は処理濃度が高いほどキウイフルーツの開花期を遅

らせ，開花時の子房重を増加させ，着果率と果実中の

種子数を低下させる効果が認められた.また，処理時

期が早いほど，それらの効果が著しくなった.開花前

3週目 (4月24日)の KT-3040ppm処理区の果実重

は65.5gであり，無処理区の果実重 110.1gと比べ，

著しく小さかった.開花前に行った他のすべての KT

30処理区においては無処理区の果実重との聞に有意

差は認められず，開花前の KT-30処理は果実肥大促

進効果がほとんどないものと言える.また，各処理区

の追熟果の可溶性固形物含量にも有意差が認められな

かった.なお， 6月10日(開花後4週目)の KT-30処

理は果実の肥大を著しく促進した.

Table 2. Effects of KT -30 and girdling on the weight and fruit shape of ‘Bruno' fruits harvested in 1989. 

bNsehaoor.ioont f g 
Nfrou .of Fruit 

l1FmrnrguHitIt 1J 1 InfSrdhueaix tp$e o$ f wF窃ruihtt Treatment事 i.ts. di詑:品er
examined 

Control 11 29 43.4 83.3 1.93 86.1 

Girdling 11 33 45.0 88目7 1.97 101.9 

KT-3000 ppm) 14 41 49.3 97.3 1.97 131.9 

Girdling+ KT-30(10 ppm) 12 30 50.7 101.4 2.00 148.8 

*Treatments /wfreurie t carriEd out 4we巴ksafter anthesis 
日 Fruit length/fruit diameter 
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Table 3. Effects of flower bud treatment with KT-30 on the development of flower bud and fruit in 

adfatyes r 

anthesis 

21 

-14 

一7

26 

Control 

‘Hayward' in 1990. 

Con. of 
KT-30 
(ppm 

10 

20 

40 

10 

20 

40 

10 

20 

40 

10 

。

929 

1086 

1313 

871 

904 

934 

687 

772 

790 

423 

Full 
bloom 
date 

May 18 

May 19 

May20 

May 17 

May 18 

May 18 

May17 

May 18 

May19 

May 14 

PErcfernutiatgs E 
of 
set 

73.3 

36.6 

3.3 

83.3 

46.6 

10.。
90.0 

90.0 

66.6 

93.0 

114.4 

117.6 

65.5 

114.6 

112.8 

115.9 

117.5 

112.9 

107.4 

146.6 

110.1 

No目 of
seeds 
per fruit 

897 

722 

278 

908 

714 

659 

1001 

984 

876 

1189 

1231 

13.6 

13.2 

13.5 

13.2 

13.5 

12.8 

13.4 

13.6 

13.1 

13.4 

13.5 

Table 4. Effects of KT .30 and GA3 treatments carried out just before or two weeks after anthesis on the 
quality of‘孔1onty'fruit in 1991. 

Treatment 
J，ongest 日句lhaorrtest Length Is1日heaxpe 
diameter diameter in mm index 1 PEorf cefnltaat ge nSロheaEpe index II poef rcfennutatgs e Weight FIrmness 

1n (LHD1H) 1 1n(5HDIH) 1 
(LJ 

1 day before anthesis 

KT -30 (2.5 ppm) 42.7 47.0 69.5 

KT -30 (5 ppm) 43.1 47.6 69.1 

KT-30ClO ppm) 43.4 48.7 7l.0 

GA3 (200 ppm) 40.9 45.3 72.1 

2 weeks after anthesis 

KT-30 (2.5 ppm) 43.6 52.8 80.6 

KT-30(5 ppm) 44.1 53.2 81.2 

KT-30ClO ppm) 45.7 55.8 84.6 

GA3 (200 ppm) 40，1 43.7 74.7 

K(2T00-30(5jDD宇 m)+GAヌ
ppm 43.5 5l.6 79.3 

Contol 40.0 42.9 7l.5 

• LD/SD孟l.200

実験4の結果を第4表と第5表に示す.第4表に示

すように，無処理区に比べKT-30とGA3の各処理区

の果実重は大きかったが，いず、れの処理時期において

も， GA3より KT-30の肥大促進効果が大きかった.ま

た， KT305ppmとGA3200ppmの混用処理を場合，

KT-30 5ppmの単用処理よりも肥大促進効果が小さ

かった.KT-30の2.5ppm処理区と 5ppm処理区の

(LD/SD) fruits' [2L!(LD+SD) J with rib (g) Clb) 

1.103 8.7 l.677 。。 89.0 24.0 

l.110 8.8 1.523 l.5 88.9 24.1 

1.112 13.9 1.542 0.0 95.9 23.8 

l.107 9.1 l.673 。。 83.9 24.1 

1.218 33.9 l.672 18目7 120.9 20.2 

l.221 34.0 l.669 35.8 124.6 20.3 

l.223 35.9 l.667 64.1 14l.3 17.2 

l. 091 。。 1.783 。。 84.9 24.6 

1.194 3.8 l.668 8.5 114.9 22.1 

l. 074 7.7 1.724 0.8 79.0 2l.5 

果実重の差は小さく， KT-30のlOppm処理区の果実

重は最も大きかった.

いず、れの処理時期においても， GA3処理区の果実硬

度は 241b以上で，無処理区の果実硬度 (2l.5)より高

かった.果実硬度に及ぼす KT-30の処理効果は処理

時期と処理濃度によって差異が見られた.開花1日前

のすべての KT-30処理区において，果実硬度は 24前
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後で高く，処理濃度による差異が認められなかった.

しかし，開花後2週目の KT-30処理区においては，果

実硬度は低く，特に.KT-3010ppm処理区の果実硬

度は 17.2であり，著しく低かった.一方.KT-30 5 

ppmとGA3 200 ppmの混用処理をした果実では KT

30 5 ppmの単用処理区の果実より果実硬度が高かっ

た

果実指数IIは，無処理区(l.724)に比べ.KT-30処

理区 (1.523-1.677)においてf尽く.KT-30の処理濃

度が高いほど，その債は低くなる傾向を示し，開花後

2週目の処理より開花前 1日目の処理区で低くなっ

た.GA3の果形指数IIに及ぼす影響には処理時期に

よって差異が見られ，その値は開花前の処理区におい

て低く，開花後の処理区において大きかった.

無処理区の偏平果(最長径/最短径主主1.200)率は7.7

%と低かったが.KT-30処理区の偏平果率はいずれの

処理区においても高く，特に開花後2週自の KT-30

処理区においては 33%以上の高い値を示した.それに

対して.GA3200ppm処理区の偏平果率は低く，開花1

日前の処理区において9.1%であり，開花後2週自の

処理区においては偏平果は出現しなかった.また.KT 

30 5 ppm単用処理区と比べ.KT-30 5 ppmとGA3

200 ppmの混用処理区の偏平果率は極めて低かった.

筋果は GA3処理区では出現しなかったが.KT-30処

理を行った場合処理時期と処理濃度によって筋果惑に

大きな差異が見られた.開花1日前の KT-30処理区

において，筋果は殆ど出現しなかったが，開花後2週

目の KT-30処理区においては. 18.7~64.1%の筋果

が出現し，処理濃度が高いほど筋呆率も高くなった.

しかし.KT-30 5ppm単用処理区に比べ.KT-30 5 

ppmとGA3 200 ppmの混用処理区の筋果率は 8.5%

でかなり低くなった.なお，開花1日前の KT-30処理

では，果毛の肥大と硬化が見られた.

第5表に同一結果枝上の 5個の果実における偏平程

度を示す果形指数 1(最長径/最短径)の値を示した.

同一結果校上の 5個の果実は最も結果校基部に近い果

実を第1果とし，結果枝先端に向かつて順に第2.第

3.第七第5果とした.KT-30処理やGA3処理有無

に関係なし着果位置によって果実の偏平度に差異が

見られ，結果枝の基部に近い果実ほど偏平度が大きく

なった.いず';hの KT-30処理区の果実においても偏

平度が無処理区の果実よりも高くなった.特に，開花

後2週目の KT-30処理区においては，第 l果の果形

指数Iの値がl.2以上であり，殆どが偏平果となった.

Table 5. Effects of KT-30 and GA3 treatments performed just before or two 
weeks after anthesis on the shape of five fruits set on a bearing 
branch of‘Monty‘in 1991 

Treatment 
Shape index 1 in indicated fruit* 

First Second Third Fourth Fifth 

1 day befor anthesis 

KT-30(2.5 ppm) 1.162 1目116 1.073 1.029 1.046 

KT-30(5.0 ppm) 1.128 l.121 l.091 1.058 

KT-3000 ppm) l.166 l.163 1.094 1.049 1.039 

GA3 (200 ppm) l.121 l.124 1目087 1.058 

2 weeks after anthesis 

KT-30(2.5 ppm) 1.229 1.183 1.120 1.092 1.048 

KT-30(5.0 ppm) 1.238 l.157 l.149 l.107 1.059 

KT-3000 ppm) 1.288 1.205 l.111 1.070 1.036 

GA3 (200 ppm) 1.107 1.067 l.106 l.147 

KT-(3200(05ppppmm) )十
GA3 

l.121 1.124 l.087 1.058 

Contol 1.180 l.127 1.084 l.061 1.055 

本 Thefruit set Ol"! the most basa! position of a bearing branch is first， the next is 
second， and so forth. 
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考 察
能力)をも高めると推察している.本実験において，

果実の KT-30処理と結果枝の環状剥皮処理を行った

場合，果実肥大促進に対する同様な環状剥皮効果が

KT宅0処理果においても無処理果においても見られ

たことは，結果枝と果実を除いた樹体に供給される光

合成産物がKT-30処理区，無処理区ともほぼ同じ量

であることを間接的に示唆しているものと考えられ

る.また，この環状剥皮処理の結果は果実が着果した

結果校における光合成産物に依存していることを示唆

し， KT-30処理を行った場合，その光合成能力が高

まったと推察される.

平田ら(1987)はKT-30の果実肥大促進効果は果肉

の細胞分裂と細胞肥大を促進することによると報告し

ている.黒崎・望月 (1990) もKT-30には細胞分裂促

進効果があることを報告している.越ら(1991b， 1991 

c)はKT-30が主に果実生育初期(開花後2-4週目)

の細胞分裂を促進するが，その後の細胞肥大の促進効

果もあると報告している.本研究において， KT-30の

処理時期による果実肥大効果の差異が明らかとなっ

た.開花後2-4週目の処理の果実肥大を著しく促進

したが，開花1日前の処理は促進効果が劣った.開花

前 1-3週目の膏を KT-30で処理した場合，子房肥

大は著しく促進されたが，受粉後の肥大は促進されな

かった.これらのことから， KT-30の果実肥大に対す

る細胞分裂促進効果は果実の細胞分裂期前後のきわめ

て限られた期間のみにしか現れないこと，その効果の

差異は果実細胞の生理的状態によっているものと考え

られる.

一般的に，子房の生育状態は，受粉後の果実肥大と

深い関係があり，キウイフルーツにおいても，開花時

子房の大きさはその後の果実肥大と密接な関係がある

(未発表).開花前 1-3週目の KT-30処理は早い時

期に処理するほど子房の肥大を促進したが，早い時期

に処理するほど着果率と果実中の種子数を低下させ

た.また，開花前 1--3週目の KT-30処理は開花前の

腔珠の肥大を著しく促進した.これらのことから， KT 

30処理が座珠の分化と発達に悪影響を与えたため

に，受精率が低下したものと考えられる.果実におけ

る種子数は果実の大きさと正の相関があることが報告

されている(Hopping，1976)，開花前3週日の KT-30

40ppm処理区において果実が著しく小型になったの

は受精率の著しい低下によるものと考えられる.

3 .果実硬度

果実発育初期(開花後3週日)の KT-30処理は，果

実肥大を促進すると同時に，果実の硬度を低下させる

1 .ステージIIの緩慢生長と植物ホルモンの関係

果実の 2重S字型生長は核果類，ブドウなどの果樹

類において数多く観察されている(中川， 1978)が，

2重S字型生長と内生ホルモンの関係，特にステージ

IIの緩慢生長と内生ホルモンの関係についての報告は

少ない.モモにおいては，果実の 2重S字型生長と内

生オーキシン(IAA)活性との間に密接な関連がある

ことが報告されている (Milleret al.， 1987). 2重S

字型曲線を示すキウイフルーツの果実においては，ス

テージIIにおける果実の緩慢生長に伴って， IAAを含

む多種の内生ホルモンの活性が低下することが認めら

れている(松井ら， 1988;越ら， 1991 a). 

越ら (1991c)は有核果と GA3や KT-30を処理して

誘起した無核果の生長周期にはほとんど差が認められ

ないことから，キウイフルーツ果実の生長周期は植物

ホルモンのみによって変化するものではなし品種特

有の特性強い遺伝子支配があるものと推測してい

る.本研究において，ステージII(開花後12遇目)に

4種類の生長調節物質で果実を浸漬処理したが，いず

れも果実の生育に影響を与えなかった(第1表人また，

KT-30の果実に対する著しい肥大促進効果は開花前

l週目以前には認められず，開花直前からステージ I

の期間に限られることも明らかとなった.これらのこ

とは，ステージIIにおけるキウイフルーツ果実の緩慢

生長は内生ホルモン活性の低下を主要因とするもので

はなし趨ら(1991c)の推測の様に品種あるいは種特

有の強い遺伝子支配によるものと考えられる.ステー

ジIIにおける内生ホルモン活性の低下は果実の生育に

ほとんど作用することができなくなった内生ホルモン

の生合成が自動的に低下したものと解釈される.

揚子江流域を起源とするキウイフルーツにとって，

最も高温期間である 7，8月に果実の生育が一時停滞

するステージIIが存在することは樹体の消耗を防ぐ点

から理にかなう現象と言える.しかし，この機構が温

度条件のみによって分化発達したかどうかについて

は，起源を異にする多くの近縁属における果実生長周

期との比較検討が必要であろう.また，その機構が遺

伝子支配についてはさらに詳細な研究が要求される.

2. KT-30の果実肥大促進作用の機作

KT-30のキウイフルーツ果実肥大促進作用に関し

て，二~三の知見が得られている.高橋・高田(1988)

は果実を浸漬処理した場合， KT-30は果実のシンク機

能を高めるばかりではなく，葉のソース機能(光合成
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作用がある(越ら， 1991 b)が， KT-30処理濃度によっ

て差異が認められ，処理濃度が高いほど果実が大きく，

硬度が低くなった(第4表).また，その処理時期によっ

ても差が認められた.開花 1目前の KT-30処理は果

実肥大の促進効果がやや劣っており，果実硬度は無処

理よりも高くなった(第3，4表).開花後12週目の

KT-30の処理は果実の肥大促進効果がなく，果実の硬

度に対する影響もほとんど認められなかった(第 l

表l.開花後2週日の GA3200ppm処理は果実の肥大

促進作用がやや劣ったが，果実の硬度を著七く高めた

(第4表).これらのことから，処理果の硬度低下は

KT-30処理による果実の急速な生長と関連している

と考えられ，また，その時のホルモンのアンバランス

が硬度低下を招いている可能性が示唆された.

GA3処理したオウトウ果実の硬度が高くなり，それ

に伴なって果肉中のアルコール不溶性成分が増加する

ことが報告されている (Looneyand Lidster， 1980; 

Facteau 1982).アルコール不溶性成分のほとんどは細

胞壁物質であることから， Facteauら (1985)はGA3

が細胞壁物質を増加する過程に作用することによって

果実の硬度を高めたと考えている.趨ら (1991b)は無

処理果と KT-30処理果において硬度が低くなり，そ

れに伴って，非構造性炭水化合物が無処理果よりもか

なり増加したことを報告している.このことから， KT

-30を処理したキウイフルーツ果実の硬度低下は，果

実中の非構造性炭水化合物が細胞壁に充分取り込まれ

ていないことによるものと考えられる.KT-30と

GA3の混用によりキウイブルーツの果実硬度が著しく

高まることは，Facteauら(1985)の指摘するように，

Gんが細胞壁成分の生合成過程に関与しているためと

考えられる.果実の硬度の低下は果実の貯蔵性と品質

に悪影響を与える可能性があることから，果実の肥大

促進と適度な硬度の維持を同時に実現するためには，

バランスのよい KT-30とGA3の混用処理を行う必要

カfある.

4.乱形果

関花時の KT-30処理によって，筋果が24.5%発生

することが報告されている(越ら， 1991 c).本研究に

おいて行った開花後2週目の KT-30処理においても

著しい筋果の発生が見られ，処理濃度が高いほど筋果

率が高くなった(第4表l.それに対して，開花 1日前

のKT-30処理では，筋果の発生はほとんど見られず

(第4表)，開花後，果梗に 20ppmのKT-30ぺース卜

を塗布した場合にも，果実肥大に対する促進作用の少

ないGA3処理区および果実肥大に対しでかなりの促

進作用を示す KT-30とGA3混用区において，筋果は

殆ど発生しなかった.これらのことから，筋果の発生

はKT-30の果実浸潰処理による著しい果実の肥大と

密接な関係があることが考えられ，その主要因として

は果実表面における処理液の分布の不均一によるもの

と考えられる.

偏平果は結果校の基部からし 2番目の果実に多く

発生することが知られている.本実験においても，処

理の有無に関わらず，同様な結果が得られた.これは

偏平果の発生が子房の形態形成と関係しているためと

思われる.また， KT-30処理区では，果実が大きくな

るほど偏平果率が高くなった.これはキウイフルーツ

が特性として持つ偏平程度が，生長初期に急激に活性

化される細胞分裂過程で助長されたためと思われる.

果毛の異常発達は，開花日の KT-30処理(越ら，

1991 c， )，と開花前の KT-30処理区のみ発生し，他の

いずれの処理時期においても見られなかった.また，

この果毛の異常発達は KT-30を果梗に処理した場合

にも認められ(未発表)， KT-30溶液と果毛の接触は必

要ではなかった.これらのことから， KT-30は果毛の

初期発達のみに特異的に作用するものと考えられる.

開花前の KT-30処理は，子房と処理液が接触する

ことがないので，筋果は発生しなかったが，果梗側の

果径が大きし花柱側の果径が小さくなり，果毛の異

常発達が目立ち，外観を損なう結果となった.また，

果実肥大に対する促進効果は小さかった.開花後2週

目に果梗に KT-3020ppmペーストを塗布した場合，

果実肥大が促進され，乱形果も発生しなかったが，果

梗近くからの裂果は多発し，貯蔵性と商品価値が低く

なった(未発達).GA3処理区において，乱形果の発達

は極めて少なかったが，果実肥大に対する促進効果が

小さかった.従って，大果生産の観点からは，GA3処理

の実用化は期待できない.それに対して，開花後2-4

週目の低濃度 (2.5ppm)のKT-30及びKT-30(5 

ppm)とGA3(200 ppm)の混用処理区において，果実

重は 10ppmのKT-30単用区より小さかったが無処

理果よりかなり大きし吉L形果の発生も少なかったの

で，その実用化が期待できる.なお， KT-30で果実を

浸漬処理する場合，結果校の基部から l番目の果実は

著しい偏平果になることが多いので，摘果した方がよ

し'.

摘 要

キウイフルーツ (Actinidiachinensis Planch.)果

実の生育機構を明らかにするために数種の生長調節物
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質が果実の生育に及ぼす影響を調査し，また KT-30

処理による果実生育促進作用の機構と KT-30処理に

伴う品質劣化の改善法について検討し，以下のことが

明らかとなった.

1.ステージII(開花後 12週目)に処理した生長調

節物質 (KT-30，GA3， IAA， ABA)は果実の生育に

影響を与えなかった.

2 .結果枝基部に環状剥皮処理を行った場合， KT 

30処理果で 17g，無処理果で 16gの増加が見られ

た.

3. KT-30の果実肥大促進効果には処理する濃度と

時期によって差異が見られた.開花前 1~3 週目の蓄

を処理した場合，子房肥大は著しく促進されたが，受

粉後の肥大は促進されなかった.開花前1日目の処理

は果実肥大をやや促進し，開花後 2~4 週目の処理は

果実肥大を著しく促進した.

4. KT-30処理果の硬度低下は処理濃度が高く，果

実が大きくなるほど顕著であった.筋果は開花後の

KT-30処理で発生し，処理濃度が高くなるほど発生率

が高くなった.この筋果の発生原因は果面の処理液の

分布の不均一によることが明らかとなった.

5 .開花後2週日における 5ppmのKT-30と200

ppmのGA3の混用処理は果実硬度を高め，筋果の発生

を減少し，果実肥大を促進した.
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Summary 

To elucidate the mechanisms under1ying fruit growth and development of Chinese 
gooseberry (Actinidia chinensis Planch.)， the effects of four growth regulators on fruit growth 

and development were examined. In addition， the mechanism of KT-30 action on fruit growth 

and development and the methods to improve the undesirable qualities found in the KT 

30-promoted large fruits were studied. The results obtained were as follows : 
1. In the treatments of fruits with four growth regulators， KT-30， GA3， IAA， and ABA， 

carried out in stage II of the fruit growth cycle (12 weeks after anthesis)， no effects were 
found on the fruit growth and bevelopment. 
2. Girding of the base of bearing branches incr巴asedfruit weight of 17 g in the KT-30 

treated fruits and of 16 g in the untreated fruits. 
3. The effects of KT -30 on the enlargement of fruit size varied with the treatment time 

and concentrations. KT -30 applied to buds one to three weeks before anthesis greatly 
promoted enlargement of the ovaries but did not promote enlargement of the ovaries after 

pollination. KT -30 applied to buds one day before anthesis promoted enlargement of the 
fruits moderately， while treatments of fruits two to four weeks after anthesis promoted it 

greatly. 
4. The firmness of KT-30-treated fruits decreased as the concentration of KT-30 

increased and as the size of the KT-30-treated fruit increased. The percentage of fruits with 
rib， which appeared after anthesis， increased as the concentration of KT -30 increased. It 
becomes clear that the development of the rib is due to ununiformity of the KT -30 solution 
on the fruit surface. 
5. Application of a solution of 5 ppm KT -30 mixed with 200 ppm GA3 to the fruits 2 

weeks after anthesis resulted in the increase of the fruit firmness， dicrease of the percentage 

of fruits with rib and increase of fruit size. 


